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東京医療保健大学東が丘・立川看護学部 

2019 年度 学生生活実態調査 報告書 

 （ダイジェスト版） 

 

１．調査実施日 

2019 年 12 月 8 日～12 月 24 日 

 

２．調査対象者数と有効回答数・有効回答率 

 

 

３．分析方法 

・ 項目数は 2019 年度より 14 項目増え、64 項目となった。 

・ 全項目の単純集計を行った。 

・ 選択問題については、回答対象者数を 100％として算出した。 

・ 項目により、学年別の集計や過去の調査結果併記を行った。 

・ 本ダイジェストでは、主要項目の学部全体の結果を報告する。 

 

４．結果（ダイジェスト版） 

1）居住形態をお聞きします。 

 
(n=761） 

 

 

  H26 H27 H28 H29 H30  

「家族と同居」 83 84 83 83 83 (%) 
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2）平均睡眠時間はどれくらいですか。 

 

（n=760） 

 

３）アルバイトについて１日あたりの平均時間はどれくらいですか（長期休暇中を除く）。 

 

（n=648） 

 

４）試験期間を含めない1日の学習時間はどれくらいですか。 

 

（n=760） 

 

 

 

  H26 H27 H28 H29 H30  

5 時間未満     29 28 29 30 34  

5～7 時間       67 70 67 66 60  

7 時間以上    4 3 4  4  6 (%) 

  H26 H27 H28 H29 H30  

6 時間以上 33 32 33 34 32 (%) 

  H26 H27 H28 H29 H30 
 

1 時間未満 36 37 36 33 30 
 

ほとんどしない 22 27 27 26 31 (%) 
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５）学内の学習場所で最も使用頻度の高い場所はどこですか。 

 

（n=760） 

 

大学に特に要望したいことや希望することはなんですか。 

６）施設の充実 

 

（n=718） 

 

7）本学での学生生活全般に満足していますか。 

 

（n706） 
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５．大学に対する要望・意見（自由記述） 

＜主な内容＞ 

 

・Ｗｉ-Ｆｉの完備及び学内ＬＡＮの環境の改善。  

・図書館の整備（蔵書の充実、開館時間の延長および休日の開館、新書の購入、コンセントの増設）。 

・講義室の整備。 

・自習ワークスペースの増設。 

・女子ロッカーが狭い。 

・教室の空調の改善と廊下やホールなどの空調整備。 

・別館に文具（穴あけパンチやホチキス）の整備。 

・コピー機の整備。 

・別館にエレベーターの設置 

・別館と本館の間の屋根付き渡り廊下の設置。 

・自転車置き場に電灯の設置。 

・食堂のメニューの拡充。 

・食堂の座席数とスペースの充実。 

・大学専用のコンビニの新設。 

・学生専用の売店新設。 

・奨学金の更なる拡大。  

・座席を自由にしてほしい。 

・テストと課題のスケジュールがきついため学生の負担が大きい。 

・各論実習では、教員と実習指導者の連携不足。 

・実習クールの改善。 

・実習施設が家から遠いケースがあるため考慮して欲しい。 

・時間割りの変更と改善。 

・台風の際の連絡などの対応が遅い。 

・東が丘・立川間のバスの運行。 

・事務の対応の改善。 


